
　
福
岡
県
の
な
か
で
も
、
筑
後
地
方
に
は
伝
統
的
な
工
芸
の
技
術
が
特
に
数
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り
や
す
い
目
安
と
し
て
、
行
政
が
指
定
す

る
福
岡
県
下
の
伝
統
工
芸
品
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
（
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
る
「
福
岡
県
の
伝
統
工
芸
品
」
の
項
目
に
よ
っ
て
、
ど
な
た
で
も
詳
細
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）。

　
ま
ず
、
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸
品
と
い
か
め
し
い
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、国
が
指
定
す
る
福
岡
県
の
伝
統
工
芸
品
で
、小
石
原
焼
（
朝
倉
郡
東
峰
村
）、博
多
織
（
福

岡
市
）、○
八
女
福
島
仏
壇
（
八
女
市
）、○
八
女
提
灯
（
八
女
市
）、
博
多
人
形
（
福
岡
市
）、

○
久
留
米
絣
（
久
留
米
市
・
八
女
郡
広
川
町
）、
上
野
焼
（
田
川
郡
福
智
町
）
の
七
つ
が

数
え
ら
れ
て
お
り
、○
印
を
付
し
た
と
お
り
、
う
ち
三
つ
が
筑
後
地
方
で
産
す
る
工
芸
品

で
す
。
次
に
、
福
岡
県
知
事
指
定
特
産
工
芸
品
・
民
芸
品
、
す
な
わ
ち
県
が
指
定
す
る
も

の
は
、
合
計
三
十
四
品
目
あ
り
ま
す
が
、
地
域
ご
と
に
見
て
ゆ
く
と
、
福
岡
地
域
か
ら
は

博
多
曲
物
（
福
岡
市
）、
博
多
鋏
（
同
）、
津
屋
崎
人
形
（
福
津
市
）
な
ど
計
九
つ
が
、
北

九
州
か
ら
は
孫
次
凧
（
北
九
州
市
）、
八
朔
の
馬
（
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
の
二
つ
が
、
筑
豊

か
ら
は
英
彦
山
が
ら
が
ら
（
田
川
郡
添
田
町
）
の
一
つ
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

筑
後
か
ら
は
実
に
二
十
二
品
目
が
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
そ
れ
ら
す
べ
て
を
列
挙
し

て
み
ま
す
。

　
以
上
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
行
政
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
わ

が
筑
後
地
方
に
は
こ
れ
ら
工
芸
品
以
外
に
も
、
さ
ら
に
多
く
の
も
の
を
作
り
出
す
創
意
工

夫
と
技
術
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
思
わ
れ
ま
す
。
実
に
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
伝
統
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
多
く
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
、
継

承
存
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
が
世
の
習
い
で
す
。
私
は
仕
事
柄
、
普
段
か
ら
江
戸

時
代
の
書
物
を
手
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
然
と
古
い
も
の
へ
関
心
が
向
き
、
昔
か
ら
伝

わ
る
技
術
に
も
親
し
み
を
覚
え
る
方
で
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
深
く
理
解
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
古
い
文
物
と
縁
遠
い
生
活
を
送
る
人
々
に
は
、
伝
統
工
芸
は
な

お
さ
ら
と
っ
つ
き
に
く
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
久
留
米
大
学
で
は
、
文
化
財
保
存
科
学
研
究
部
会
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
筑
後
の
伝
統

工
芸
（
特
に
久
留
米
絣
と
八
女
の
手
漉
き
和
紙
）
の
高
度
な
技
術
を
見
つ
め
な
お
し
、
国

の
内
外
へ
紹
介
す
る
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
そ
う
し
た
取
り
組

み
や
、
そ
の
過
程
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
小
文
に
ま
と
め
、
広
く
読
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
小
文
に
よ
っ
て
、筑
後
が
誇
る
伝
統
工
芸
の
数
々

に
一
人
で
も
多
く
の
人
の
関
心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、
伝
統
の
継
承
と
存
続
を
支
え
る
何
よ
り
の
力
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

（
文
学
部
国
際
文
化
学
科
・
日
本
近
世
文
学
専
攻
・
大
庭 

卓
也
）

　
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
人
々
が
穏
や
か
に
暮
ら
す
筑
後
地
方
に
は
、
地
の
利
、

人
の
和
を
活
か
し
た
数
多
く
の
手
仕
事
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
八
女
提
灯
は
、
外
張
り
の
和
紙
と
骨
組
み
の
竹
細
工
と
い
う
八
女
古
来
の

職
人
技
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
る
逸
品
で
、
二
百
年
を
超
え
る
歴
史
と
高
い
品
質
と
を
誇
り
、

国
の
「
伝
統
的
工
芸
品
」
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
指
定
「
伝
統
的
工
芸
品
」

へ
の
理
解
と
普
及
を
進
め
る
た
め
、
経
済
産
業
省
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

「K
O
U
G
EI E
X
PO

伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」
が
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）

年
十
一
月
二
日‐

四
日
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
久
留
米
大
学
も
、
八
女
商
工
会

議
所
・
八
女
提
灯
協
同
組
合
と
協
力
し
て
こ
の
大
会
に
参
加
し
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
に
よ

る
新
作
展
示
を
中
心
に
伝
統
と
新
し
い
感
性
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
文
学
部
国
際
文
化
学
科
の
学
生
有
志
と
教
員
と
で
、
同
年
四
月
か
ら
座

学
で
八
女
提
灯
の
歴
史
と
特
色
に
つ
い
て
学
び
、
九
月
に
は
実
地
研
修
と
し
て
八
女
伝
統

工
芸
館
（
八
女
市
本
町
）
と
製
造
・
販
売
元
の
シ
ラ
キ
工
芸
（
同
市
緒
玉
）
へ
足
を
運
ん
で
、

八
女
提
灯
が
出
来
る
ま
で
に
は
様
々
な
工
程
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
基
に
皆
で
真
剣
な
討
議
を
重
ね
、
本
大
会
で
は
会
場
の
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福

岡
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
尺
玉
提
灯
や
久
留
米
・
八
女
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
あ
し

ら
っ
た
長
提
灯
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
け
て
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
た
他
、
十
一
月
四
日
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
学
生
代
表
が
八
女
提
灯
の
特
徴
や
魅
力
、
新
作
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
や
苦
心
点
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
へ
の
参
加
で
、
私
た
ち
は
八
女
提
灯
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
八
女
ひ

い
て
は
筑
後
地
方
そ
の
も
の
へ
の
理
解
を
も
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
会
は
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
久
留
米
大
学
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
伝
統
工

芸
に
代
表
さ
れ
る
筑
後
地
方
の
大
き
な
魅
力
を
ま
す
ま
す
広
く
発
信
し
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。

（
文
学
部
国
際
文
化
学
科
・
日
本
語
学
専
攻
・
矢
毛 

達
之
）

伝
統
工
芸
の
国
・
筑
後

八
女
提
灯
、
全
国
へ
の
発
信

　
籃
胎
漆
器
（
久
留
米
市
）　
　
き
じ
車
（
み
や
ま
市
）

　
八
女
手
漉
和
紙
（
八
女
市
ほ
か
）　
　
八
女
石
灯
ろ
う
（
八
女
市
ほ
か
）

　
掛
川
（
花
茣
蓙
）（
三
潴
郡
大
木
町
ほ
か
）　
　
赤
坂
人
形
（
筑
後
市
）

　
鍋
島
緞
通
（
久
留
米
市
）　
　
柳
川
神
棚
（
柳
川
市
）

　
八
女
竹
細
工
（
八
女
郡
広
川
町
ほ
か
）　
　
筑
後
和
傘
（
久
留
米
市
ほ
か
）

　
八
女
和
ご
ま
（
八
女
市
）　
　
杷
木
五
月
節
句
幟
（
朝
倉
市
）

　
八
女
矢
（
八
女
市
ほ
か
）　
　
城
島
鬼
瓦
（
久
留
米
市
）

　
久
留
米
お
き
あ
げ
（
久
留
米
市
）　
　
大
川
総
桐
タ
ン
ス
（
大
川
市
ほ
か
）

　
大
川
彫
刻
（
大
川
市
）　
　
大
川
組
子
（
大
川
市
）

　
柳
川
ま
り
（
柳
川
市
）　
　
棕
櫚
箒
（
う
き
は
市
）

　
八
女
す
だ
れ
（
八
女
郡
広
川
町
ほ
か
）　
　
天
然
樟
脳
（
み
や
ま
市
）

１
　
シ
ラ
キ
工
芸
で
の
提
灯
製
造
の
様
子
。写
真
は
外
貼
り
の
工
程
。

２
　
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会（
平
成
三
十
年
十
一
月
四
日
）に

　
　
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
様
子
。

３
　
同
大
会
の
久
留
米
大
学
展
示
ブ
ー
ス
設
営
の
様
子
。

４
　
同
大
会
に
取
り
組
ん
だ
久
留
米
大
学
の
メ
ン
バ
ー
。前
列
右
よ
り
矢
毛
、

　
　
大
庭
、そ
の
他
は
国
際
文
化
学
科
三
年
の
学
生
諸
君
。

１

２

３

４

                                                                                                                                                              

こ  

い
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わ
ら 

や
き
　
　
　
　
　
　
　
　   

と
う 

ほ
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お
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う
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ん

                                                                                                                                                                    

あ
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や
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ふ
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ま
ち
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も
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は
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だ
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さ
く
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あ
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ま
ち
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さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

そ
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だ  

ま
ち

し
ゃ
く
だ
ま

ら
ん
た
い  

し
っ  

き

  

　    

　    

て    

す
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わ    

し

か
け
が
わ
　      

は
な   

ご     

ざ
　             

み 

ず 

ま  

ぐ
ん  

お
お   

き  

ま
ち

な
べ
し
ま 

だ
ん 

つ
う

                                                                                                     

は    

き      

ご  

が
つ 

せ
っ   

く 

の
ぼ
り

                                                                                                

じ
ょ
う
じ
ま
お
に
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

お
お
か
わ 

く
み   

こ

                                                                                           

し
ゅ
ろ
ほ
う
き

                                                                                                                                              

て
ん
ね
ん
し
ょ
う
の
う

お  
だ
ま
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５
・
６
　
学
生
諸
君
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
長
提
灯
。表
に
は
久
留
米
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　
　
　
　「
く
る
っ
ぱ
」を
、裏
に
は
後
ろ
姿
の
影
を
配
し
た
。

７
・
８
　
同
じ
く
学
生
デ
ザ
イ
ン
の
長
提
灯
。八
女
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
や
め
茶
丸
」と

　
　
　
　「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」。

　
　
９
　
同
じ
く
学
生
デ
ザ
イ
ン
の
尺
玉
提
灯
。久
留
米
絣
と
久
留
米
の
つ
つ
じ
の
花

　
　
　
　
を
あ
し
ら
っ
た（
高
橋
典
枝
さ
ん
考
案
）。

５６

７

９

８




